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Ⅰ 基本的な考え方

明日に希望が持てる、安心と活力に満ちた佐賀県の

実現に向けた「第一歩」を踏み出す予算

明日に希望が持てる、安心と活力に満ちた佐賀県の

実現に向けた「第一歩」を踏み出す予算

３期目を迎えて、平成２３年度を見渡す実質的予算３期目を迎えて、平成２３年度を見渡す実質的予算

当初予算：義務的経費を中心に 「骨格予算」 として予算編成

※政策的な新規事業を中心に予算編成

※当初予算で計上を保留していた公共事業等は必要額を計上
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Ⅱ 予算案の規模

今回補正要求額 ３５２億９９百万円

補正後予算総額
４,２４２億４９百万円

（２２年度当初比 △４．０％）
（２２年度 終予算比 △７．５％）
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予算規模の比較

300,000

320,000

340,000

360,000

380,000

400,000

420,000

440,000

H19.6補後 H22当初 H23.6補後

震災対策

経済対策

通常分

通常分
【411,722】

通常分
【409,567】

経済対策分【32,426】

経済対策分【18,461】

通常分
【401,549】

震災対策分【4,239】

（単位：百万円）

【411,722】 【441,993】 【424,249】

対Ｈ２２当初比
98.0％

【△8,018】
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予算規模の推移

3,000

3,500

4,000

4,500
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5,500

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

当初 終

（骨格時当初は6月補正後）

4,937

4,242

億円

年度

当初予算は平成２１年度から上昇が続いていたが、
平成２３年度予算（骨格＋肉付）は、２１年度と同程度となっている
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１ 歳出予算の概況(性質別）

人件費

1,290

(30.4%)

扶助費

193

(4.6%)
公債費

694

(16.4%)物件費

165

(3.9%)

貸付金

332(7.8%)

その他

774(18.2%)

補助

344(8.1%)

単独

307(7.2%)

直轄

134(3.2%)

災害復旧

9(0.2%)

4,242億円

投資的経費
794

(18.7%)

一般行政経費
1,271

(29.9%)

義務的経費
2,177

(51.4%)



8

給与カット戻し

歳出の主な増減額（Ｈ22当初→Ｈ23.6月補正後）

（単位：百万円）

扶助費

その他

20,000△20,000 0

貸付金

人件費

△40,000

公債費 1,282

1,965

投資（うち補助・単独）

社会保障費（13億
92百万円）の増

844

2,471

△11,765

△9,660

中小企業事業資金
貸付金の減

投資（うち直轄） △3,250
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補助 単独 直轄 合計

Ｈ２２．９ 補正後 ① ４５，１１１ ２５，２４６ １６，５２２ ８６，８７９

Ｈ２３．６ 補正見込 ② ３４，４０２ ２４，８６２ １３，４４２ ７２，７０６

差額 ②－① △１０，７０９ △３８４ △３，０８０ △１４，１７３

②/①（％） ７６．３％ ９８．５％ ８１．４％ ８３．７％

H23年度の投資的経費について

（単位：百万円）

※  平成２２年度は単独事業の一部が、社会資本整備交付金事業に振り替わったため、
９月補正後予算と比較している。

※  緊急総合対策及び東日本大震災対策は含まない。

※  住宅リフォーム支援基金への積立金（20億円）を活用した事業は、９月補正以降に
計上予定。

○ 補助・直轄事業負担金は自然体（国内示額）
○ 単独事業は、H22.9月補正後と同水準を確保

方

針
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県税

696

(16.4%)

諸収入

385

(9.1%)

その他

499

(11.7%)

地方交付税

1,401(33.0%)

国庫

500

(11.8%)

県債

625

(14.7%)

その他

136

(3.2%)

4,242億円

依存財源

2,662
(62.7%)

自主財源

1,580
(37.3%)

２ 歳入予算の概況
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歳入の主な増減額（Ｈ22当初→Ｈ23.6月補正後）

（単位：百万円）

△20,000 0△10,000 10,000

3,922

県税

地方譲与税

4,269

交付税

△14,132

△3,328

諸収入

法人関係税の増

地方法人特別譲与税
の増

商工費貸付金元利
収入の減

臨財債

国庫支出金

△11,726

7,666
一般財源総額
を確保
一般財源総額
を確保
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Ⅲ ６月補正予算における主要事業

○ さがん駅伝サポート事業費

○ 電気自動車等普及促進事業費

くらし
環境本部

○ ユニバーサルデザイン県民運動事業費

○ 総合的ながん対策の推進

健康福祉
本部

農林水産
商工本部

○ 海外拠点整備事業費、
世界とつながるスタートアップ事業費

○ 韓国全羅南道交流推進事業費、

中国交流推進事業費

県土
づくり本部

○ ため池群有効活用「いかす」調査

経営
支援本部

○ グローバル人材育成強化事業費

○ 世界で活躍する人材づくり事業費

統括本部

教育
委員会

○ 住宅リフォーム支援制度の創設

○ 有田焼中国市場展開支援事業費

○ 観光連盟補助（観光振興特別対策事業）

○ 有害鳥獣対策費

○ さが農業経営多角化等支援事業費

○ 肥前鹿島駅バリアフリー化設備整備費補助
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･強化練習
･合同合宿
･体のケア
・宿舎費補助

・競技⼒・団体⼒の向上代
表

・有⼒校の選⼿強化
・選⼿確保、栄養・⽣活管理

理 ・指導者の⼒量アップ

⾼
校
⽣

・選⼿の発掘・育成
・選抜選⼿強化
・指導者育成

中
学
⽣

個別指導

【高
校
】

【中
学
】

【代
表
】

外部指導者

選抜メンバー

強化練習

外部講師

有力高校生徒

指導者

地区メンバー

生徒
指導者

生徒
指導者

強化練習
強化合宿

強化

･強化練習
･合同合宿

育成
発掘

生徒
指導者

地区メンバー

生徒
指導者

さがん駅伝サポート事業費

政策監グループ １７，５００千円

事業内容

目 的

佐賀県選手が駅伝の全国大会で活躍できるよう
必要な支援を行い、県民に夢や感動を与える
佐賀県選手が駅伝の全国大会で活躍できるよう
必要な支援を行い、県民に夢や感動を与える
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地球温暖化の防止や関連産業の振興、さらには地域づくりとの融合を目指し、電気自動
車（ＥＶ）やプラグインハイブリット自動車（ＰＨＶ）の普及を促進する。

充電インフラ
の整備

・県内主要駅、空港等（６ヵ所程度）に急速充電器を設置

・店舗や市町施設への普通・急速充電器の設置支援

・「ＥＶ・ＰＨＶサポートショップ」の募集、登録

補助事業 ・県民やタクシー・レンタカー事業者のEV・PHV購入費用支援

普及啓発
・1万人ローラー試乗会の開催

・ＥＶ・ＰＨＶの応援団「県民サポーター」の募集、登録

特色ある事業 ・軽トラックの改造ＥＶ化への取組

電気自動車等普及促進事業費

地球温暖化対策課 １５９，５３７千円

事業内容

目 的

●EV・PHVの新たな活用
・車に搭載した蓄電池（リチウムイオン電池）を非常時の家庭等の電源として使う実証実験中
・太陽光発電のような変動する電気を、一時的に蓄電池に蓄え、安定した電気として供給する装置

電気の出し入れ
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ユニバーサルデザインに関し、企業、ＣＳＯ、県、市町が連携し、県民が実践・参加する全県的な
運動を展開する

ユニバーサルデザイン推進委員会（仮称）

委員長：佐賀県知事（仮）、理事：協賛企業・団体等の代表（実施者を中心に構成）

情報の循環と拡散
（運動の浸透、定着） ウェブサイト展開イベント

月１回の紙面特集

・企業等のUDの取組を紹介
・生活に身近な話題を紹介等

・市町リレーイベント
・UD標語の募集
・関連冊子の配布等

・専用サイトの開設
・SNSひびの
・ツイッター等

ユニバーサルデザイン推進基金(仮称)創設

県補助額3,000千円

ユニバーサルデザイン県民運動事業費

地域福祉課 ３，０００千円
目 的

事業内容
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がん予防や早期発見のための啓発、相談事業等を推進し、総合的ながん対策の
充実・強化を図る

総合的ながん対策の推進

健康増進課 ７１，６８６千円

【がん予防推進事業費】
・各種媒体（テレビＣＭ、地域情報誌等）による広報
・市町がん検診受診率向上のための支援会議の開催
・がん対策フォーラムの開催 等

【がん予防推進事業費】
・各種媒体（テレビＣＭ、地域情報誌等）による広報
・市町がん検診受診率向上のための支援会議の開催
・がん対策フォーラムの開催 等

【がんサロン運営事業費】
・空き店舗等におけるがんサロンの設置、医療相談の実施

【がんサロン運営事業費】
・空き店舗等におけるがんサロンの設置、医療相談の実施

【地域肝炎治療コーディネーター養成事業費】
・肝炎治療コーディネーターの養成、肝炎患者手帳の作成等

【地域肝炎治療コーディネーター養成事業費】
・肝炎治療コーディネーターの養成、肝炎患者手帳の作成等

目 的

事業内容

【主な事業】
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瀋陽

香港

上海

海外拠点を「２プラス１方式（瀋陽事務所、香港事務所、※上海デスク ）」で整備し、併せて
開設式典やＰＲイベントを行う

※上海デスクは県庁
内に置き、専任職員
を配置

・海外拠点整備事業

・世界とつながるスタートアップ事業

海

外

拠

点

県産品輸出促進

企業の海外取引支援

外国人観光客誘致

有明佐賀空港への国際線誘致

人的ネットワークの構築、人材育成

区分 瀋 陽 香 港

式 典
2011年10月開催予定
開設式典及びビジネス交流会

2012年1月開催予定
開設式典及びビジネス交流会

P R
ｲﾍﾞﾝﾄ

2011年10月
百貨店での物産・観光ＰＲフェア

2012年1月
春節ニューイヤーパレード等でのＰＲ

海外拠点整備事業費、世界とつながるスタートアップ事業費

国際戦略グループ ９６，６８５千円

事業内容

目 的
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韓国の全羅南道や中国の遼寧省及び貴州省と県・市町・民間レベルでの交流拡大を図る

全羅南道への訪問団派遣
・市町及び民間レベルでの新たな交流の推進

県内での全羅南道祭（仮）の実施
・全羅南道紹介イベントの実施、県民、民間団体との交流

貴州省への訪問団派遣
・交流拡大に向けた省政府との協議、技術研修員受入事業の成果確認

韓国全羅南道
交流推進事業
韓国全羅南道
交流推進事業

中国交流
推進事業
中国交流
推進事業

韓国全羅南道交流推進事業費、中国交流推進事業費

国際交流課 １２，６９８千円

事業内容

目 的

遼寧省からの国際交流員の受入
・中国から初の国際交流員を受け入れ、幅広い実質的な国際交流、
国際協力を推進（当初予算で予算化）

ﾁｮﾙﾗﾅﾑﾄﾞ
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【補助率】

（1/2 補助） 1/3 補助

2/3 補助

有田焼中国市場展開支援事業費

商工課 ５，０００千円
目 的

中国において、高級イメージとしての有田焼ブランドの浸透や販路開拓を図るため、産地
が一体となり取り組む「有田焼の世界ブランド確立プロジェクト」を支援する

事業内容

【取組内容】

・ 中国での新しい商標登録、活用 ・ 中国のバイヤーの有田への招聘
・ 中国市場向け商品開発 ・ PR展示会、マスメディアPR など

県

国 （中小企業庁）

有田町

JAPANブランド
実行委員会
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観光説明会・商談会（イメージ）

観光連盟補助（観光振興特別対策事業）

目 的

事業内容

韓国や中国での広報活動を強化し、東アジア地域からの観光客をはじめ、外国人観光客の
誘致を促進する

観光課 １６，７２０千円

・ソウル、釜山における観光説明会・商談会の開催

・韓国の旅行会社やメディア等とタイアップした情報発信

・上海におけるプロモーション事業の実施

・プログラムチャーター便誘致へ向けた広告支援
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【農業経営多角化（アグリビジネス化）促進事業】

・意欲ある農業者等を対象とした研修会やアグリビジネス講座の開催 等

【農業経営多角化チャレンジ事業】

・専門的知識・技術を有する専門家の派遣や新商品開発経費の補助 等

農業者の
チャレンジする
機運を醸成

チャレンジを
後押し

梅ジャム ハンバーグ 観光ナシ園

さが農業経営多角化等支援事業費

生産者支援課 ６，７８４千円目 的

事業内容

農業者等が農産物の加工や流通・販売、観光農園等の農業経営の多角化に積極的に
チャレンジできるような環境づくりを進める
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有害鳥獣対策費

生産者支援課 ３１２，２２３千円

目 的

イノシシ等の有害鳥獣対策のため、侵入防護柵の整備や有害鳥獣の捕獲に対する補助等を行う

【有害鳥獣対策整備費（288,973千円）】

・侵入防護柵、箱ワナ等の整備
→今年度国が制度を拡充 （Ｈ22予算額：２億１３百万円、Ｈ23予算額：７億６百万円）

※今後、全ての要望に応える方針で臨む

事業内容

【有害鳥獣対策推進費（23,250千円）】

・地域の広域駆除協議会への支援（捕獲報償金の交付への補助、捕獲委託への補助）
→捕獲報償金を増額（Ｈ22：７，１００頭分、Ｈ23：１６，０００頭分）
→捕獲報償金の対象にアライグマを追加

今年度約５億円の増

今年度約9,000頭分の増
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【現状と課題】 気候変動による
集中豪雨の発生

水道水源の切替や農地の
減少による利用水量の減少

【取 組】 湛水被害
の軽減

ため池貯水容量
の有効活用

洪水貯留

水道用水

農業用水

大雨時の
一時貯留

農業用水

水道水源の切替

農地面積の減

ため池群有効活用「いかす」調査

農山漁村課 １０，０００千円
目 的

事業内容

既存ストックの有効活用の観点から、ため池の貯留量の一部を洪水調節容量として活用す
ることで、下流地域の冠水被害軽減が図れるよう課題・効果を調査・検証する

試行地区において
・一時貯留量調査、排水解析、
効果算定

・水管理操作の課題調整
・施設管理（利水、治水）の
課題調整

等による可能性を調査

ため池群有効
活用調査費
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耐震化、UD化などの住宅リフォームを促進し、住宅性能の向上や地域経済の活性化を図るため、
支援制度を創設する 【基金設置期間：H23～H25】

模様替え
畳替え手すり設置

段差解消

窓の断熱
改修

省エネ設
備の設置

屋根・外壁塗替

助成事業のイメージ助成事業のイメージ

基本助成

住宅リフォーム支援制度の創設

建築住宅課 ２，０００，０００千円
目 的

事業内容

住宅リフォーム支援
基金への積立金

住宅リフォームへの助成
・助成対象者 県内に居住する方
・対 象 住 宅 持ち家
・対 象 経 費 住宅リフォームのための工事費

※住宅性能向上等については加算助成
例：エコハウス、UD化、耐震改修、三世代同居 等

・基金名称 住宅リフォーム支援基金
・基金総額 ２，０００，０００千円
・設置期間 平成２３年度～平成２５年度
・対象事業 住宅リフォーム緊急助成事業（仮称）

【６月補正】

【９月補正以降】
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ＪＲ長崎本線「肥前鹿島駅」のバリアフリー化を推進し、高齢者、障害者等の移動の円滑化を図る

鹿島市が、肥前鹿島駅のバリアフリー化を行う施

設管理者に対し補助を行うのに対し、その一部を

助成する。

○整 備 内 容 ：エレベーター１基、ホーム嵩上げ、

スロープ 等

○概算事業費：２億５５百万円

○負 担 割 合：国1/3、市1/3（うち県1/2）

JR九州1/3

○特急列車が停車する主要な駅

〔１日当たり乗降客数 2,281人（Ｈ21）〕

○改札口からホームまでの間に階段２カ所

【肥前鹿島駅の現状と課題】

・車イス利用者が自力で
ホームまで行けない

・高齢者等にとって不便

現況写真（肥前鹿島駅）
地下通路～ホーム間の階段

エレベーターやスロープの
設置が必要!!

肥前鹿島駅バリアフリー化設備整備費補助

空港・交通課 ４２，５００千円
目 的

事業内容

【 参考 ： 有田駅 （Ｈ22年度 整備） 】

ホームに設置されたエレベーター スロープ・２段手すり

交通施設移動円滑
化設備整備費補助
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人材育成・組織風土グループ １０，４２６千円

事業内容

目 的

海外への職員の派遣研修等を行い、語学力の高い人材や経営能力・国際感覚等の優れた人材を
育成する

派 遣
研修費

県庁内研修

管理職員等マネジメント研修費

自己啓発支援事業費

海外派遣研修

国内派遣研修

国際理解研修の開催

国際経済講座の開催

国際派養成スクールの開催 等

九州大学大学院産業マネジメント専攻(MBA)等へ職員派遣

国際協力機構(JICA)､外務省､自治体国際化協会(CLAIR)等
へ職員派遣

グローバル人材育成強化事業費
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・民間団体等のプログラムにより、海外留学を行う高校生に対して、
留学に必要な経費の一部を補助する 長期：15人、短期：15人

１．海外留学の支援

３．イングリッシュキャンプの充実

・中学校、高校で行われるイングリッシュキャンプに、ＡＬＴ
（外国語指導助手）を派遣 1校当たり5人×5校 程度

２．英語コンテスト等の活性化

・中学校英語暗唱大会、高校英語スピーチコンテストの優勝者
に副賞として海外研修旅行を提供 受賞者7人、引率者1人

海外研修旅行
の提供

中学生及び高校生に国際的な視野とコミュニケーション能力を身に付けさせることにより、
国際社会で活躍する人材を育成する

世界で活躍する人材づくり事業費

学校教育課 １０，０００千円

事業内容

目 的




